






























































The Four Architects’ Achievements in Nagoya from 1980 to 1935
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る。こうした経験を通して設計力をつけたと考えられている。
　仁風閣（写16）は、木造2階建てで、旧額田郡公会堂・旧額田
郡物産陳列所は、木造平屋建てで、規模は、仁風閣の方が大き
い。両者の共通点を挙げると、以下のようになる。①仁風閣は、
白亜の建物で、旧額田郡公会堂・旧額田郡物産陳列所は、ピン
クやブルーの色が付いた建物となっている。②両者とも、瓦葺の
勾配屋根で、棟飾りを載せている。③両者とも柱梁を外部に見
せるスティックスタイルで、木の枠組みが意匠上の特徴となってい
る。このスタイルは、県立医学専門学校や愛知病院（1915年）な
どでも用いられている。④両者ともルネサンス風意匠が採用され
ている。⑤両者とも、正面玄関を破風で飾っている。仁風閣では
櫛形ペディメントが使用され、額田郡公会堂では、円弧のペディ
メントが使用されている。⑥両者とも、ペディメントの内側に歯飾り
のような装飾を付け、中央に漆喰彫刻を施している。⑦漆喰彫
刻のモチ フーとして、花草模様が用いられている。
　以上のように、旧額田郡公会堂・旧額田郡物産陳列所には、
仁風閣と共通したところが少なくない。これは、片山東熊による吉
田榮蔵を通した影響と考えることができるのではなかろうか。
　片山東は、愛知県内に、建物を直接設計することはなかったよ
うだが、上記のような影響を見ることが出来る。
8. まとめ
①工部大学校（注15）第1回卒業生で、近代日本の最初の建
築家と言われる佐立七次郎、辰野金吾、曾禰達蔵、片山東熊の
4人と名古屋との関係が明らかにできた。
　まず、名古屋との関わり方の第一は、この4人が、官費生として
工部寮に入学し、卒業後は、工部省に入り、官庁建築家の道を
歩み出したことから、中央政府の出先機関の建物の設計者とし
ての関わり方がある。このケースとしては、佐立七次郎が一番早
く、1888（明治21）年に名古屋郵便局舎を設計している。佐立
にとっては、建築人生で最大の舞台が名古屋となった。次いで、
明治末期に、辰野金吾が日本銀行名古屋支店（1906年）を設
計している。片山東熊は、名古屋に造られた賢所仮殿（1915年）
の責任者となっている。辰野も片山も国家の建築家として、名古
屋で仕事をしている。
　第二は、東京などの会社の支店建築を造る際に、設計者とし
て登場する場合である。民間の建物としては、明治末期に辰野
片岡建築事務所が設計した日本生命保険名古屋支店（1910
年）が一番早い。曾禰中條建築事務所が、大正期に日本郵船
名古屋出張所（1915年）を、昭和前期に三井銀行名古屋支店
（1935年）を設計している。
　第三は、地元名古屋からの設計依頼により、大正期になって設
計した、名古屋国技館（1914年）がある。相撲好きの辰野金吾の
両国国技館での経験を買ったものであろう。
　以上、工部大学校を卒業した4人の建築家が名古屋に造った
建物は、辰野金吾が3件、曾禰達蔵が2件、片山と佐立は1件ず
つで、4人で7件と数の上では必ずしも多くない。
②濃尾地震による建築界と名古屋への影響
　4人の建築家の内、一番早く名古屋に建った建物を設計した
のは、佐立七次郎で、1888（明治21）年の名古屋郵便局である。
しかし、完成直後の1891（明治24）年に、濃尾地震で大きな被害
を受けたことから、西洋式煉瓦造建築の耐震性に対する信頼性
が失われた。佐立以外の3人の建築家は震害調査のために、い
ち早く、名古屋入りしている。濃尾地震により、名古屋に関しては、
明治末期に至る15年間ほど、煉瓦造建築の停滞期を迎えさせる
ことになった。一方で、このことは、3人の建築家に対して耐震建
築への関心を持たせ、その後の煉瓦造建築の耐震性向上へつ
ながった。
③名古屋における辰野式赤煉瓦造建築の嚆矢
　明治建築というと赤煉瓦建築と言われるほどであるが、濃尾地
震後の名古屋の都心部には、ほとんどなかった。そうした状況を
破ることになったのが、辰野金吾が設計した日本銀行名古屋支
店（1906年）である。当然、濃尾地震の経験を踏まえ、耐震性が
考慮された補強煉瓦造建築で、名古屋の繁華街に明治の煉瓦
造建築の華やかさをもたらすことになった。この建物は、赤煉瓦と
白い花崗岩の帯石を入れた辰野式煉瓦造建築の最初期のもの
と考えられる。1902（明治35）年12月、辰野金吾は東京帝国大
学教授を辞任したが、翌年の1903年8月、辰野葛西建築事務所
を設立した。翌月の9月に工事を始めたのが、日銀名古屋支店で
ある。同じ形式の日銀京都支店（1906年、現存）の着工は、1905
（明治38）年からで、東京海上火災（1905年）の着工は、1904
（明治37）年であるので、日銀名古屋支店の建物の着工が一
番早い。その意味で、日銀名古屋支店は、辰野式煉瓦造建築の
嚆矢であると考えられる。
　日銀京都支店を基本として造られたと言われているのが、日銀
名古屋支店である。ほぼ同じタイプの建築であり、兄弟建築、ある
いは、双子建築と言ってよいほどである。日銀京都支店は、京都
文化博物館別館として現存しており、国の重要文化財に指定さ
れている。その意味でも、明治の末期に、名古屋の繁華街に代
表的な辰野式建築が造られたことの意義は大きい。
④明治の息吹を伝える町並みの形成
　辰野金吾は、名古屋の繁華街に日銀名古屋支店と日本生命
保険名古屋支店という二つの辰野式赤煉瓦建築を設計した。こ
近代名古屋と最初期の建築家達／佐立七次郎、辰野金吾、曾禰達蔵、片山東熊
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の二つの建物は、広小路通りと交差する大津通りの両側に立地
しているが、都市景観的に共鳴する形で造られたと考えられる。
その意味で、辰野金吾は、名古屋の都心に、明治の息吹を伝え
る町並みを実現させた建築家と言える。
⑤古典様式を代表する銀行建築の実現
　4人の建築家が、名古屋に残した近代建築の数は多くないが、
その中で、曾禰中條建築事務所設計の三井銀行名古屋支店
（1935年）は、鉄骨鉄筋コンクリー ト造、石張りの2階建てで、正面
にイオニア式柱を6本並べ、その上を水平の帯（エンタブラチュア）
で納める。現存する三井銀行名古屋支店は、本格的古典様式
建築として、名古屋の都心で異彩を放つ名建築となっている。
　4人の建築家が設計し、名古屋に造られた建物で、唯一現存
するもので、建築的にも文化的にも重要な建築となっている。
⑥本格的鉄骨造建築
　辰野葛西建築事務所の設計である名古屋国技館（1914年）
は、名古屋に大規模な鉄骨造の建物をもたらした。鉄骨造建築
は、耐火性の問題があるとされるが、大空間を構成するのは欠か
さない構造方式である。昭和前期になると、工場などにも鉄骨造
建築が造られるようになるが、名古屋において、大勢の人が集まる
空間に鉄骨造が使われた最初期のものと考えられる。
⑦仮設建築としての博覧会建築と賢所仮殿
　1910（明治43）年開催の第10回関西府県連合共進会のパ
ビリオンは、曾禰中條建築事務所の設計である。博覧会建築と
しては、仮設建築で、且つ、非日常性が求められたので、曾禰中
條建築事務所は、丸屋根の付いた近世ルネサンス様式を採用し
た。名古屋市民にとっては、突然できた白亜の建物は驚きの存在
であったに違いない。近代名古屋において、仮設建築物を演出
的に使った最初の事例である。その後の名古屋における博覧会
建築のあり方にも影響を与えた建築である。
　1915（大正4）年、大正天皇の御大礼が行われるため、京都御
所への往復で、当時の名古屋離宮に、駐輦している。このため、
神鏡を奉安するための賢所仮殿が名古屋城内深井丸に造営さ
れた。この時の大礼に必要な造営関係の責任者が片山東熊で
ある。京都と東京の中間のある名古屋の地理的特徴をあらわす
建築であった。現在、御深井丸に御大礼跡が残る。
⑧間接的な影響
　片山東熊の間接的な影響を岡崎市にある旧額田郡公会堂・
物産陳列館（1913年）から読み取ることができる。この建物は、片
山東熊の設計した仁風閣（1907年）に関わった吉田榮蔵が、そ
の経験を活かした例と考えることができる。両者が現存し、いずれ
も国の重要文化財となっていることが貴重である。オンザジョブで
の技術伝承の例として捉えることができる。
注1 ジョサイア・コンドル（Josiah Conder）（1852〜1920）ロンド
ン生まれで、ロンドン大学などで建築を学ぶ。1877（明治
10）年に来日し、お雇い外国人教師として、工部大学校
造家学科で建築を教える。同時に、工部省営繕局顧問
を兼務した。1882（明治15）年からは、営繕局雇が本務と
なった。訓盲院、鹿鳴館、三菱一号館、岩崎久弥茅町本邸
（国重文）、諸戸精六邸（国重文）などの多くの建築作品
がある。近代日本の建築界の礎を築いた人物。
注2 辰野金吾（嘉永7年〜1919年）姫松倉右衛門の二男とし
て、肥前唐津城下で生れる。
注3 片山東熊（安政元年〜1917年）長州萩城下町で生ま
れる。
注4 曾禰達蔵（嘉永5年〜1937年）江戸の肥前唐津藩邸内
で生まれる。
注5 佐立七次郎（安政3年〜1922年）讃岐高松城下で生ま
れる。
注6 造家学科への入学は、宮伝次郎を含めて5名であった
が、卒業前に、宮伝次郎は病没。
注7 田中豊輔は、1886（明治19）年に工部大学校造家学科
（第8回）を卒業した。
注8 1886年、造家学会が創設される。1897年より、造家学会
は建築学会と改称される。1947年より、日本建築学会と
改称。
注9 中村達太郎：工部大学校造家学科第4回卒業、辰野退
官後の1894年より東京帝国大学建築学科教授となる。
注10 堀勇良『鉄と鋼の構造文化史9』S&C、1978年で、用いら
れている用語である。
注11 横河民輔：1890（明治23）年、帝国大学建築学科卒、第
10回卒。横河橋梁製作所や横河電機を創業をした。
注12 長野宇平治（1867〜1937）は、1893（明治26）年、帝国
大学造家学科を卒業し、1897（明治30）年に日本銀行
技師となる。辰野の後、日銀の岡山支店（1922年）、神戸
支店（1926年）、日銀本店増築（1932年）などを設計
する。
注13 曾禰中條建築事務所時代の作品として、慶應義塾大
学記念図書館（1912年、国重要文化財）、田中光顕別邸
（1937年、国登録有形文化財）などがある。
注14 曾禰達蔵が設計した三菱3号館（1896年）には、当初、日
本郵船本社が入居した。大正後期になって、日本郵船は
三菱3号館から退去し、曾禰中條建築事務所の設計に
より、本社ビルである日本郵船ビル（1923年）を完成させて
いる。
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注15 工学寮（1871年）は、1877年に工部大学校に改称され、
1886年に帝国大学工科大学となった。1897年に東京帝
国大学となる。1947年に東京大学に改称。
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